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　安藤義茂という画家がいる。日記のごとく
描き続けたハガキ大のスケッチには、市場や
洗濯場に集う人々の、まさしく日々の生活の
息づかいと生命力が脈打っている。松山出
身の安藤は、様々な事情によって釜山に移
住し、描き、地元の作家たちとの交流を持っ
た。鳥居昇という画家は、きりりと髪を結い
上げた老婆を、敬意を込めたまなざしで正面
から描く。鳥居は「朝鮮」の地に生まれ、学
び、美術教師として教えた。二人とも、「朝
鮮」「移民」である。
　両方とも「朝鮮」が日本の植民地であっ
た時代のことなので、「移民」という言葉は
しっくりこないかもしれないが、彼らの周囲
には、朝鮮語が飛び交う中に日本語があり、
キムチやチゲの匂いの中にたくわんと味
汁の生活があった。隣り合うその生活に通
う血の温もりと実感が、「朝鮮」をものめず
らしくエキゾチックに描く当時の宗主国日本
在住日本人画家の大家による「朝鮮」モチー
フの絵とは異なる力を、それぞれの作品に吹
き込んでいる。
　この二人にはもう一つ共通点がある。二
人とも、日本に戻った（鳥居の場合は正確
には1945年の引揚が「初来日」である）
のち、「朝鮮」をほぼ語らず、その「後」の時
間の中にだけ生きようとした。いや、捨てざ
るを得ずそのように生きざるを得なかった。
戦後「日本」は、戦前の日本にあった「朝

鮮」をまるでなかったことのようにして歴史
を作ってきた。少なくとも、戦後の日本美術
史の中には、「朝鮮」を描いた官展大家のエ
キゾチックな作品は大家の絵として語られて
も、「朝鮮」在住日本人画家の作品はない。
つまり、国境が動いた結果、彼の地での人々
の美術活動は居場所、つまり認識される場
を失ってしまった。
　「国際」「交流」とは、何がどうであれば
それに当てはまるのだろう。国境を越えて人
が移動し、移動先でなんらかの人的知的物
的交換をすること、だろうか。だとしたら、国
境が人の居場所を越えて移動してしまったと
きには、移動前の交換はどう呼ばれるのだろ
うか？
　あまりにも多くの人々がたやすく移動し、
多くの言葉をごく普通に操りながら、一人
が多くの場所で生きて活動する現実（日本
国内ではまだ一般的とまでは言えない）が、
GAPの日常である。その中では、上に例示し
たことはもう考えの埒外かもしれない。しか
し、GAPの学生たちの日常がどの文脈で語
られるのか、学生自身がどう語るのか、その
蓄積が歴史であるなら、ある日振り返ったと
きに今日のGAPの姿に、別の視点からの、
しかし上の例示のような枠組みが見えてくる
かもしれない。そんな想像をめぐらし、学生
たちとの日々を過ごしながら、アジア近代の
美術家たちの交流の痕跡を地道に掘り返し
続けている。

1　2015年4月から2016年2月まで日本国内6美術館を巡回した展覧会。右上の藤島武二《花籠》は、東京美術学校の教員だった藤島が1913年に
1か月ほど「朝鮮」に研究滞在したときの作品。1935年には朝鮮美術展覧会の審査員として「朝鮮」を訪れている。
2　鳥居昇（1918―2011）は 全羅北道全州郡生まれ、京城師範学校卒業後美術教師として教えていた。1945年の日本引揚後、定年まで神奈川県
立翠嵐高校の美術教師を務めたが、教え子たちには「朝鮮」に居たことを語らなかった。
3　安藤義茂（1888―1967）は 松山生まれ、東京美術学校卒業。1927年に教員を辞めて画業に専念するために釜山に渡った。釜山では地元の
「朝鮮」の画家たちと多くの交流があり、このスケッチは釜山で日記のように描き続けた一枚。釜山から東京の帝展に作品を送って入選を続けていた
が、1935年に帰国後、画風を一変させ、釜山時代を語らなくなる。

「日韓近代美術家のまなざし――『朝鮮』で描く」展リーフレット

鳥居昇《老婆》1943年
朝鮮美術展覧会特選受賞作　神奈川県立近代美術館蔵

安藤義茂《日韓市場》1927年
松山市北条ふるさと館蔵

















担当授業：ロンドンユニット

担当授業：パリユニット

担当授業：GAP演習 III、パリユニット

1964年東京生まれ。造園を学んだ後に作家活動を開始する。宇宙を含む森羅万象を「人類の営みが共在するような進
化する自然として理解する」ことをテーマに、見事な手作業による彫刻やインスタレーションを制作し、高い評価を受けて
いる。第20回シドニービエンナーレ（2016）、「The Sun and Mt.Fuji and Steve Reich」MISA SHIN GALLERY
（2016）、「SCULPTURE GARDEN（COLLABORATIVE PROJECT） / KAZ OSHIRO / TARO SHINODA」ラ
ス・シエネガス・プロジェクト（ロサンゼルス、2011）、「ネイチャー・センス展」森美術館（2010）、イスタンブール・ビエ
ンナーレ（2007）、釜山ビエンナーレ（2006）、横浜トリエンナーレ（2001）など国際展にも多数参加している。

キュレーター。慶應義塾大学文学部卒業、英国レスター大学ミュージアム・スタディーズ修了。三鷹市芸術文化振興財
団（1994-2002）、森美術館（2003-2018）でキュレーターとして展覧会および教育プログラムに携わる。主な展覧会
に「小谷元彦展：幽体の知覚」、「ゴー・ビトゥイーンズ展：こどもを通して見る世界」、「ディン・Q・レ展：明日への記
憶」、「六本木クロッシング2016：僕の身体、あなたの声」など。「ゴー・ビトゥイーンズ展」で第26回倫雅美術奨励賞、第
10回西洋美術振興財団学術賞受賞。

1980年生まれ。美術家。磁力や重力、光など、目に見えず触れられない力をセンシングするインスタレーションを制作。
2015年、アジアン・カルチュラル・カウンシル（ACC）のグランティとして渡米。「リヨン・ビエンナーレ2017」（フランス）、
「コーチ=ムジリス・ビエンナーレ2016」（インド）、「ヨコハマトリエンナーレ2014」（神奈川）ほか国内外の展覧会に多
数参加。2015年に日産アートアワードグランプリ、2016年に神奈川文化賞未来賞、2017年に第67回芸術選奨文部科学
大臣新人賞を受賞。http://www.mohrizm.net/

篠田 太郎（しのだ たろう）［准教授］

荒木 夏実（あらき なつみ）［准教授］

毛利 悠子（もうり ゆうこ）［講師］

担当授業：GAP演習 II

1977年富山県生まれ。日本大学芸術学部写真学科卒業。東京藝術大学大学院映像研究科博士後期課程修了。ベルリン芸術大学空間実験研究所在籍（2013-
2014）。旧来の領域にとらわれない独自の省察の形式を用いた作品形態を通して、観客とのあいだに従来とは異なるコミュニケーションを志向する。近年の主な展覧会に
「Milky Mountain/裏返りの山」(Govett-Brewster Art Gallery、ニュージーランド、2019)、「アジア・アート・ビエンナーレ」（国立台湾美術館、
台中、2019）、「話しているのは誰？」（国立新美術館、東京、2019）、「美術館の七燈」（広島市現代美術館、広島、2019）、「六本木クロッシング
2019」（森美術館、東京、2019）、「The Fabric of Felicity」（GARAGE現代美術館、モスクワ、2018）、釜山ビエンナーレ（釜山現代美術館、
韓国、2018）、日産アートアワード2017（BankART Studio NYK、横浜、2017）、「2 or 3 Tigers」(HKW、ベルリン、2017)など国内外多数。 
www.damianoyurkiewich.com

田村 友一郎（たむら ゆういちろう）［非常勤講師］

担当授業：GAP演習 II

アーティスト。1978年生まれ。2008年東京藝術大学大学院修了後、シドニー、サンパウロ、ロンドン、ニューヨーク、ベルリンなどの各地で滞在制作を行う。ドローイング
と言語との関係性を主題に、平面・彫刻・映像・写真・パフォーマンスなどから、ドローイングの概念を拡張するような制作活動を展開している。 2016
年より現代ドローイングの実践と研究のためのプラットフォーム「Drawing Tube」を主宰。主な展覧会に金沢21世紀美術館（2009）、森美術館
（2010）、ヴロツワフ建築美術館（2015）、銀川現代美術館（2016）、パリ日本文化会館（2015）、アーツ前橋（2017）、MOCO Panacée
（2019）、東京都現代美術館（2019‒2020）。著書に『GENGA』（2010、河出書房新社）、『SILVER MARKER』（2020、HeHe）などがある。
www.hirakusuzuki.com

鈴木 ヒラク（すずき ひらく）［非常勤講師］

担当授業：アートコミュニケーション I & II

1985年東京生まれ。アートを専門とする通訳・翻訳者の活動団体「Art Translators Collective」主宰。札幌国際芸術祭2020コミュニケーション・デ
ザインディレクター。通訳・翻訳を中心に幅広く活動しながら、あらゆるものの間に立つメディエーター（媒介者）として、クリエイティブな翻訳の可能性を
探る。GAP専攻では、2016年から2018年まで助教を務めたあと、アーティストのためのコミュニケーション授業「アートコミュニケーション」を担当して
いる。2008年タフツ大学工学部土木建築科（米国）卒業、2013年東京藝術大学美術学部先端芸術表現科卒業。

田村 かのこ （たむら かのこ）［非常勤講師］

担当授業：GAP演習 I、ASAP

1984年東京生まれ。2011年東京藝術大学大学院美術研究科彫刻専攻修了。主な展覧会に、「Time Remapping with Wit Pimkanchanapong」（バ
ンコク、2013）、「Distant Observations. Fukushima in Berlin」（ベルリン、2014）、「＆（アンパサンド）がカタチをひらくとき」（川崎、2016）、
個展「KIYOME MO/NU/MENT」（東京、2017）。主な受賞に、東京都現代美術館「ブルームバーグ・パヴィリオン・プロジェクト公募大賞」
（2012）、東京藝術大学「藝大美術エメラルド賞」（2019）。http://www.ryusukekido.com

木戸 龍介（きど りゅうすけ）［特任講師］
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